
京山公民館では 

 

  ■主催事業として、住民の生活課題、地域課題、社会的課題の解決に
向けて事業を実施している。重点テーマとして、子育て・青少年健全
育成、環境問題、男女共同参画、高齢者の学習、健康づくり、共生の
まちづくりを掲げ、テーマにそった事業を全館で実施。 

    2016年度 主催事業…３０（別紙のとおり）、クラブ講座８９ 

 

 ■京山公民館を拠点に、学校や公民館、地域コミュニティーが一体となっ
た地域ぐるみのＥＳＤを推進しています。 

   「一人の百歩より百人の一歩」「（Ｅ）えーもんを（Ｓ）子孫の（Ｄ）代まで」を
合言葉に取り組んでいます。 

 

 ■ＥＳＤの経緯 

  1997年 旭川流域ネットワークの活動始まる 

  1998年 京山地区で観音寺用水プロジェクト開始 

  2001年 水辺再発見 観音寺用水ＭＡＰ作成 

   

           

     



■2002年 京山地区在住で岡山ユネスコ協会理事の池田満之さん
がヨハネスブルグ・サミットに参加。ユネスコが主催してい
る「持続可能な未来のための教育会合」に「ＥＳＤの背景・
場面」セッションで、岡山市特別代表として「持続可能な都
市を目指して」と題した岡山市の発表と提案をしました。 

■2003年 地域ぐるみでＥＳＤを推進していくこうと、小学校、
中学校、高等学校、大学へ理解と協力を依頼。 

  小学校で総合学習の中で環境問題に取り組んでいる先生、中
学校の科学部顧問の先生などと相談、連携が始まりました。 

  町内会や老人クラブへも働きかけを行いました。 

   2003年（平成15年）度から「子どもの水辺てんけんプロジェクト」を
行い、その成果をふまえて、2004年（平成16年）度から「岡山市京
山地区ESD環境プロジェクト」 （Okayama Kyoyama ESD 
Environment Project： 通称「岡山KEEP」）として取り組んでいます。   

■2006年度から 

   地域全体で持続的にESDを推進していくために、京山地区ESD推
進協議会を立ち上げ、さまざまな活動を行っています。 











  

 



環境てんけん活動（年２回、春と秋に実施） 

 

総合グラウンド 

総合グラウンド 

観音寺用水 

京山公民館前 



源流体験エコツアー 
毎年、夏と冬に、旭川の上流域の自然やくらしを５感で感じる体験活動を実施 



京山地区ESDフェスティバル 

研究発表（津島小学校） 

ESDスティバルフロント 劇団「かわのこい」公演 

熟議（分科会） 



ほっとスペース放課後 

 

 

 

 

オープニングセレモニー 宿題など 

自由あそび イベント（そうめん流し） 



  

 



 

 京山ＩＣＴの活躍 
 

• 公民館事業をサポートする市民
ボランティアグループ 

• 各種パソコン教室、知的障害者
のためのパソコン教室など開催 

• 岡山ＫＥＥＰの活動をビデオに
記録･･･地域や他地域にも広げ
る力に 

• てんけん活動、エコツアーの際、
子どもたちの安全確保や資料
づくりのサポートなど。横断幕づ
くりやＴシャツのプリント。 

 





  

 



フレンドリー京山 
  ２０１１年７月 地域での新しいつながりの形を求めて発足。 

  ＥＳＤフェスティバルで成果発表。「地球めぐり」や「Ｗｏｒｌｄ Ｃｌｕｂ」を実施。 

  幼稚園や小学校に子どもが通っている保護者に対しての日本語サポートも。 

 



フレンドリー京山 
 「お医者さんＭａｐ作り」地区内に居住さ
れている外国人市民のために医療機
関Ｍａｐを編纂。 ２０１２年７月発行。 

 

 

編集会議 



  

 



東日本大震災企画 「今、私たちができること」 
  

   2011年３月の東日本大震災以降、震災と、震災以降の社会
とどのように向き合うべきか学びあい、話し合っています。地
元の人と移住してきた人との交流の場にもなっています。年３
回実施。2016年９月で18回目となります。 

  
 

  

     

 

 



＜地域の課題解決＞ 

自転車マナーの向上をめざして 
やさしくはしろう京山運動 

・以前から自転車マナーが悪いことは地域課題としてあがっ
ていた 

・2015年京山地区ＥＳＤフェスティバルで「京山地区の魅力と

課題」を話し合う中でのある外国人の方の発言～「自国では
自転車にほとんど乗っていなかった。岡山に来て自転車に
乗るようになったが、最初は慣れずこわかった。用水に柵が
ないし、若い人たちはスピードをだして走る人も多い。自動
車のように自転車にも初心者マークがあったらよいと思う」 

・高齢者の方々も共感、「地域の絆プロジェクト」で実践でき
ないか相談、岡山工業高校のデザイン科の協力 

・ＥＳＤ推進協議会として「自転車プレート」作成 

 



・2015年度、岡山市区づくり推進事業として「やさしく走ろう京山
運動」を申請し、自転車プレートを1200枚作成し、公民 館利

用者、地域内の老人クラブ、交通安全対策協議会、京山中
学校１年生全員、伊島小・津島小の４年生に配布 

・2016年１月の「京山地区ＥＳＤフェスティバル」では「自転車問

題」について考えあうワークショップを開催。中学生から地域
の大人たち、市の自転車対策担当、用水路対策担当の職員、
警察署員など約80名が参加し、マナー向上のための取り組

みや地域内の危険個所について話し合った。「自転車プレー
ト」をつけることで、自分自身のマナー向上、安心感が広がっ
ていることを確認 

・2016年度は、中学生がつけたい自らがデザインした「自転車

プレート」を作成中。自転車マナー向上のための教室を開催
したり、他にも何ができるかを検討中 


